
電

　

　

　

荻

生

川

◎
電
車
で
お
越
し
の
場
合

・
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
よ
り
近
鉄
に
乗
車
、
丹
波
橋
駅
に

て
京
阪
に
乗
換
、八
幡
市
駅
下
車
、
計
約
二
十
分

・
大
阪
淀
屋
橋
駅
よ
り
京
阪
に
て
八
幡
市
駅
下
車

約
四
十
分
　
八
幡
市
駅
よ
リ
ケ
ー
ブ
ル
（
五
分
）

及
び
徒
歩

（十
五
分
）
に
て
山
上

◎
車
で
お
越
し
の
場
合

ｏ
名
神
高
速
道
路
大
山
崎
イ
ン
タ
ー
よ
り
旧
国
道

一
号
線
約
五
分

・
京
滋
バ
イ
パ
ス
久
御
山
淀
イ
ン
タ
ー
よ
り
旧
国

道

一
号
線
約
十
分

石
清
水
入
幡
官



時をつなく、心をつなく

平成の大修造
当
宮
で
は
、

「
平
成
の
大
修
造
」
と

し
て
、
長
い
年
月
を
経
て
老
朽
化
し
た

歴
史
的
文
化
財
で
あ
る
境
内
諸
建
造
物

の
修
復
事
業
に
取
り
組
ん
で
，い
ま
す
、

遠
い
祖
先
か
ら
、
大
切
に
一護
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
こ
の
伝
統
建
築
は
、
わ
が

国
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
誇
り
で
も

あ
り
ま
す
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
の
財
産

を
確
実
に
次
の
世
代
へ
と
‐受
け
継
・い
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

・え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
文
化
財

を
維
持
し
、
ま
た
定
期
的
に
保
存
修
理

を
施
す
に
は
膨
大
な
経
費
と
年
月
を
要

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
事
業
の
完
遂
は
、

広
＜
国
民
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力

‐を一Ⅶ
づ
ね
ば

‐‐‐至‐疸
な
し
得
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
¨

な
に
と
ぞ
こ
・の
事
業
の
文
化
的
意
義

を
ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
お

一
人
で
も

多
く
・の
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
工
事
期
間

○
事

業

費

○
主
な

工
事

○
奉
賛
方
法

平
成

二
十

一
年
か
ら
平
成
二
十
年
ま

で

（予
定
）

約
十
三
億
円

御
本
殿
廻
廊
・
若
宮
社
・
若
宮
殿
社
‥
狩
尾
社
・
東

西
北
各
総
門

（以
上
国

‐重
・要
文
化
財
）
・
南
総
円
・

手
水
舎
・
頓
宮
等
の
諸
建
物
修
復
工
事

御
守
り
授
与
所
も
し
く
は
社
務
所
に
て
承
り
ま
す
。

電
話

フ
ア
ツ
ク
ス
等
で
も
承
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

石清水八幡官
〒6148588京 都府八幡市八幡高坊 30

丁EL 075-981-3001
FA× 075-981-9808
httpノ /www iwashimizu orip



八
幡
大
神
は
男
山
に
御
鎮
座
さ
れ
、
都
の
守
護

神
、
国
家
安
泰
の
神
と
し
て
、
朝
廷
は
元
よ
り
広

く
国
民
に
篤
い
崇
敬
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
清
和
天
皇
の
嫡
流
で
あ
る
源
氏

一
門
は
、
八

幡
大
神
を
氏
神
と
し
そ
の
信
奉
の
念
は
格
別
で
、

全
国
各
地
に
八
幡
大
神
を
勧
請
し
ま
し
た
。
源
義

家
は
、
自
ら

「八
幡
太
郎
義
家
」
と
名
乗

っ
た
事

は
有
名
で
す
。
以
来
、
勝
運
の
神
　
厄
除
開
運
の

神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
◇
特
に
当
宮
の

厄
除
信
仰
の
歴
史
は
古
く
、
今
な
お
全
国
屈
指
の

厄
除
の
神
社
と
し
て
、
新
春
の
厄
除
大
祭
を
始
め

年
間
を
通
し
参
拝
に
訪
れ
る
方
々
は
跡
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

「世
は
変
わ
れ
ど
も
神
は
変
ら
ず
」

八
幡
大
神
の
御
神
徳
は
、
ま
さ
に
広
大
無
辺
で
あ

り
ま
す
。

お

・つ

中
御
前
　
応

神

天

皇

（第
十
五
代
）

西
御
前

東
御
前

ネ申え

功 ,

皇 :

后:

上ヒひ

ll羊め

大‡

ネ申タ

多た市じ多た  誉児

命言命言命:  尊i

お
き

な
が
た
ら
し

ひ
　
め
の
み
）Ｅ

〔息
長
帯
比
賣
命
〕

貞
観
元

（
八
五
九
）
年
木
工
寮
権
允
橘
良
基
は
、

時
の
清
和
天
皇
の
御
命
令
を
承
け
て
、
こ
の
男
山

の
頂
に
六
宇
の
宝
殿
を
建
立
し
、
順
次

「八
幡
造

り
」
の
社
殿
を
完
成
さ
せ
る
に
至
り
ま
し
た
。
以

来
、
造
営
十
四
度
　
修
理
十
七
度
に
及
び
、
現
在

の
社
殿
は
寛
永
十

一
（
一
六
三
四
）
年
徳
川
三
代

将
軍
家
光
公
の
御
造
営
に
依
る
も
の
で
す
。

檜
皮
葺
の
本
殿
は
前
後
二
棟
か
ら
成
り
、
そ
の

軒
の
接
す
る
所
に
織
田
信
長
公
寄
進
の

「黄
金
の

樋
」
が
架
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
ｏ

本
殿
か
ら
幣
殿
・舞
殿
・棲
門
と
続
き
、
そ
の
周

囲
を
約

一八
〇
ｍ
に
及
ぶ
廻
廊
が
囲
ん
で
お
り
ま
す
。

本
殿
を
は
じ
め
建
物
全
て
を
丹
漆
塗
で
施
し
、
随

所
に
当
時
の
名
匠
の
彫
刻
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
極

め
て
壮
麗
な
社
殿
で
あ
り
ま
す
。
建
物
の
全
て
は
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
ｏ



石
清
水
祭
は
、
平
安
時
代
の
貞
観
五
（八
丞
こ
年

よ
り
斎
行
さ
れ
て
い
る
祭
儀
で
、
石
清
水
放
生
会

と
も
称
さ
れ
ま
し
た
ｏ

毎
年
九
月
十
五
日
未
明
、
御
神
霊
は
本
宮
よ
り

男
山
山
麗
の
頓
宮
に
渡
御
さ
れ
、
勅
使

（
天
皇
の

御
使
者
）
参
向
の
下
、
国
家
安
泰
を
祈
る
奉
幣
の

儀
、
そ
し
て

「生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
の
霊
を

慰
め
る
放
生
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
祭

儀
は
古
の
行
幸
に
準
じ
て
行
列
を
な
し
、上
・下
賀

茂
神
社
の
賀
茂
祭

・
春
曰
大
社
の
春
日
祭
と
共
に

日
本
三
大
勅
祭
の

一
つ
と
し
て
斎
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
祭
典
の
作
法
　
装
東
等
全
て
平
安
朝
の
王

朝
絵
巻
を
見
る
様
で
、
日
本
の
文
化
と
歴
史
を
眼

の
当
た
り
に
す
る
動
く
古
典
と
も
云
わ
れ
る
貴
重

な
お
祭
り
で
す
。
そ
の
荘
厳
優
美
を
極
め
る
王
朝

絵
巻
の
世
界
が
、
千
年
の
流
れ
を
超
え
て
雅
や
か

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

平
安
時
代
始
め
の
貞
観
元

（
八
五
九
）
年
南
都
大
安
寺
の
僧
行
教
は
、
豊
前
国

（
現
大
分
県
）
宇
佐

宮
に
こ
も
り
日
夜
熱
祷
を
捧
げ
、
八
幡
大
神
の

「吾
れ
都
近
き
石
清
水
男
山
の
峯
に
移
座
し
て
国
家
を

鎮
護
せ
ん
」
と
の
御
託
官
一を
蒙
り
同
年
男
山
の
峯
に
御
神
霊
を
御
奉
安
申
し
上
げ
た
の
が
当
宮
の
起
源

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
朝
廷
は
翌
年
同
所
に
六
宇
の
宝
殿
を
造
営
し
四
月
三
日
に
御
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

天
慶
二

（九
二
九
）
年
に
起

っ
た
平
将
門

・
藤
原
純
友
の
乱
の
折
に
は
、
朝
廷
よ
り
御
請
願
が
あ
り

八
幡
大
神
の
御
神
威
を
も
っ
て
速
や
か
に
平
定
さ
れ
て
以
来
、
国
家
鎮
護
の
社
と
し
て
朝
廷
の
御
崇
敬

は
益
々
篤
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
天
皇
　
上
皇
の
行
幸
や
御
幸
は
、
円
融
天
皇

（第
六
十
四
代
）
の

御
参
拝
以
来
実
に
二
四
〇
度
に
も
及
び
、
伊
勢
の
神
宮
に
次
ぐ
第
二
の
宗
廟
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。

男
山
は
、
本
津

・
宇
治
　
桂
の
三
川
の
合
流
点
を
挟
ん
で
天
王
山
と
対
峙
す
る
位
置
に
あ
り
、
京

・

難
波
間
の
交
通
の
要
地
で
あ
り
ま
す
ｏ
ま
た
、
南
北
朝
時
代
の
大
小
の
戦
い
羽
柴
秀
吉
と
明
智
光
秀
の

欠

王
山
の
合
戦
等
で
良
く
知
ら
れ
る
政
治
上
の
重
要
な
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
ｏ
こ
の
交
通

・
政
治
上

の
要
の
地
に
御
鎮
座
さ
れ
、
我
が
国
を
平
和
と
繁
栄
に
導
く
神
と
し
て
多
く
の
人
々
に
崇
め
ら
れ
、
現

在
で
は
八
幡
太
神
を
祀
る
神
社
は
、
全
国
津
々
浦
々
に
約
四
万
社
に
も
な
り
ま
す
。

明
治
初
年
に
は
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
、
男
山
八
幡
宮
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
『石
清
水
』

の
社
号
は
創
建
以
来
の
由
緒
深
い
社
号
で
あ
る
た
め
、
大
正
七
年
に
再
び

「
石
清
水
八
幡
宮
」
と
改
称

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

社
務
所
南
側
の
書
院
石
庭
は
、
重
森
三
玲
翁
作

庭
の
枯
山
水
で
す
。庭
内
の
六
角
型
石
燈
籠
は
、
鎌

倉
後
期
「永
仁
三
年
乙
未
二
月
日
〓

〓
冗
五
）の
刻

銘
が
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

発
明
王
ト
ー
マ
ス

・
エ
ジ
ソ
ン
は
、
白
熱
電
灯

を
発
明
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の

材
料
を
世
界
中
に
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日

本
の
竹
、
中
で
も
特
に
当
宮
境
内
の
真
竹
が
最
も

優
れ
て
い
る
こ
と
を
実
験
を
通
し
て
知
り
、
こ
の

竹
材
を
用
い
て
始
め
て
実
用
的
な
白
熱
電
灯
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
偉
業
を
永
遠
に
顕

彰
す
る
為
、
昭
和
九
年
に
電
気
関
係
者
の
努
力
に

よ

っ
て
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
以
来
五

十
年
の
風
雪
を
耐
え
、
昭
和
五
十
九
年
に
は
日
本

電
気
協
会
等
関
係
者
の
熱
意
に
よ
り
新
た
に
立
派

な
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。


